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ｅポートフォリオとは

学習成果の蓄積と理解の融合・深化を進める新しい学習支援システム
教育の質保証の観点から近年注目
目的、対象等によって様々なバリエーションがあり、とらえ方にかなり幅

最低限共通すると思われることは、
学習者個人の学習成果を蓄積することが可能

学習者個々が、授業や時間の枠を越え、中長期的に学習成果を蓄積可能
個人を軸として、大きな範囲（グループ・学科・大学・生涯学習等）での利用を前提

蓄積した学習成果をなにかに役立てることができる
リフレクションの促進により学習内容の理解を深めたり体系的知識を構築
将来設計、根拠に基づく評価・資格、就職活動での自己アピール等に活用
組織として統計をとることによって、組織の評価、認証、分析に役立つ

以上のような機能から、
エビデンス（根拠データとしての学習成果）蓄積による質保証、学習成果の明確
化、PBLや協調学習等の新しい学習形態の支援、個々の学生への手厚い学習支援、
プロジェクト単位での学習支援（教育実習等）、認証評価、IR、就職支援（卒業生の
データも活用）、卒業後の継続利用による大学とに関係継続等、就労支援のための資
格認定等、様々な目的への活用が期待され、世界的に導入が進む
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ｅポートフォリオの概念図 (Helen Barrett)
http://electronicportfolios.org/balance/BTEFe-Japanese/Slide1.jpg(thanks to 
Junko NEMOTO, PhD, Kumamoto University, Japan))



D-3 ｅポートフォリオ 2013-02-10 7 / 23

ｅポートフォリオの３要素 
(Examples from the rSmart CLE Portfolio Showcase, 
http://www.rsmart.com/portfolios)

Personal
Representation

Assessment
and

Accreditation

Teaching
and

Learning

教育と学習

（学習成果の蓄積と振り返りによる深化）

自己分析（自己アピール）

（経験・能力を根拠に基づき表現）

評価と認証

（個人から機関まで）
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大学院GP（教授システム学専攻 2007-2009）

IT時代の教育イノベーター育成プログラム

趣旨：　国際・産学連携ｅラーニングによる教育イノベーション
 最先端の教育システムを活用し、教育の実質化を更に推進
 国際性や実務経験豊かな本専攻教員組織を活用
 空間的・時間的制約を取り払い、国境を超え、大学・企業等の境界を超え

るｅラーニングの特色を活かした先端的教育の研究開発

グローバル化する知識社会の教育イノベーションへの貢献を目指
した新たな4つの取組 

1）国際産学共同開発による「ストーリー型カリキュラム」
2）国際連携による「ｅポートフォリオ」活用教育改善システム
3）外国大学との戦略的連携による国際遠隔共同授業
4）高等教育・企業内教育連携による「学びと仕事の融合学習」
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大学院教育ＧＰ

国際連携による「ｅポートフォリオ」
活用教育改善システム

　ミシガン大学・ＭＩＴ等が中心となり
オープンソースのｅラーニングシステム
構築を推進する国際共同事業「Sakaiプロ
ジェクト」と連携し、ＦＤ・自己評価メ
カニズムと学修の進捗管理システムを統
合することで、学修成果物を電子的に蓄
積・管理する「ｅポートフォリオ」を活
用した教育改善システムを開発し、その
成果を他大学が応用可能な形で公開しま
す。
　具体的には、開発・実現済みの学修進
捗管理システムを拡充し、学生の個別
データとのリンク及び自己アピールへの
活用を可能にする集積機能や、教員ごと
のティーチングポートフォリオ及び授業
評価データとの連携機能を実装します。
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LMS とｅポートフォリオの連携
Sakai CLE (OSP) ベースで開発

LMS(WebCT CE6) ePF - ソース

学習 収集・
蓄積

整理・
選択

課題（グループ課題含）
ディスカッションの提出物

ePF - マトリックス
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ショーケース機能で自己アピール
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学士課程GP（2009〜2011）
学習成果に基づく学士課程教育の体系的構築
創造的知性と実践力というゴールから設計する教育の質保証

 学士課程全体で獲得すべき学習成果(ゴール)に
基づき、教養教育と専門教育の壁を超えた教育
課程を設計するカリキュラム改革により、組織
的に教育の質を保証する学士課程教育を構築す
るものである。「学士力」の本質を「創造的知
性＋実践力」と捉え、「専門的要素」「一般教
育的要素」「特定スキル的要素」「汎用スキル
的要素」「コンピテンシー的要素」から成る幅
広い学習成果を体系的に教育課程に反映してい
く。

 また、学習成果の修得状況を蓄積するeポート
フォリオ・システムを開発し、学生が履修や就
職活動に当たり、また、教員が指導に当たり、
活用できるようにする。その利用を通じて、学
生・教員双方が学習成果とカリキュラムとの結
び付きを常に意識することが期待できる。
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熊本大学総合情報環構想2010
http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/jouhoukoukai/johokankoso.html

利用者の環

在学生在学生
卒業生卒業生

熊本大学熊本大学

保護者保護者

支援者支援者 教職員教職員

共同研究共同研究

熊本大学ID
SSO＋ポータル

サービスの環

データベース
の環熊本大学

アーカイブ

DB

統合情報
データベース

メタデータ
システム

DB

DB

DB

ディシジョンメイキング
評価

学務情報学務情報

ｅポートフォリオｅポートフォリオ

ｅラーニングｅラーニング

コミュニティコミュニティ

グループウェアグループウェア

電子図書館電子図書館
データ共有データ共有

SSO＋ポータル
DB連携

インフラ基盤の環

インフラの連携
学外とも

無線LAN
拡大

無線LAN
拡大

高速LAN
KUIC V2
高速LAN
KUIC V2

IP内線電話IP内線電話

IC化共通
IDカード
IC化共通
IDカード

RFIDRFID

教育用PC教育用PC
ユビキタスユビキタス

組織的・人的
サポートの環

組織改変
外部協力も視野にいれた人材育成

電子会議電子会議

サービス機関
の一本化

サービス機関
の一本化

組織的無駄を
省くチェック体制
組織的無駄を
省くチェック体制

技術集団
の構成
技術集団
の構成

学内開発
体制の構築
学内開発

体制の構築

国際連携国際連携

恒常的
人材育成
恒常的

人材育成

熊本大学

総合情報環構想2010

Hum an 
Resource DB

ラーニング
コモンズ

ラーニング
コモンズ

地域社会地域社会

学外との
協力

学外との
協力

強固なセキュリティ

貴重資料
デジタルDB

中期計画との関係
中期計画を視野。ただし、1対1対応ではない。
理想としてのICT化。予算や人的裏付けなし。
中期計画は、時代情勢や予算状況を勘案した上、
本構想を基本的理念として具体的施策を行う。

熊本大学アクションプラン2010
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サービスの環

利用者の拡大
   ↓
利用者誰もが
生涯に渡って活用可能で
魅力的なサービスを充実
熊本大学ID＋ポータル

 利用者個々に柔軟かつ適切な
サービス

効率的だけでなく、魅力的・継
続的なサービス提供

 利用者と大学の関係を生涯継
続可能な形で構築

サービスの環

学務情報学務情報

ｅポートフォリオｅポートフォリオ

ｅラーニングｅラーニング

コミュニティコミュニティ

グループウェアグループウェア

電子図書館電子図書館
データ共有データ共有

SSO＋ポータル
DB連携

電子会議電子会議

ｅポートフォリオへの入力（在学中）
ｅポートフォリオ

Student–centered

Reflectionによる学習の深化
コンピテンシの明確化
自己アピール（就職等）
進路決定に先輩のポートフォリオ
を活用
組織としての到達度評価や解析の
ための貴重なデータ

ｅポートフォリオ
Student–centered

Reflectionによる学習の深化
コンピテンシの明確化
自己アピール（就職等）
進路決定に先輩のポートフォリオ
を活用
組織としての到達度評価や解析の
ための貴重なデータ

LMS（WebCT等）LMS（WebCT等）

SOSEKISOSEKI CALLCALL 図書館図書館

社会活動社会活動

各種経験各種経験

実験・実習実験・実習

就職 （同窓会）入学 卒業

資格等資格等

ｅポートフォリオへの
入力（卒業後）

卒業後取得単位
（遠隔LMS）

卒業後取得単位
（遠隔LMS）

経歴経歴

社会活動社会活動

各種経験各種経験

研修等研修等資格等資格等

ｅポートフォリオの主旨1
「ショーケース」
自己アピール

なにを学び、なにができるかを
具体的な証拠とともにアピール

ｅポートフォリオの主旨1
「ショーケース」
自己アピール

なにを学び、なにができるかを
具体的な証拠とともにアピール

eポートフォリオの主旨2
「ワークスペース」

学習と振り返りの場
生涯に渡り学習成果の蓄積と
振り返りを行う

eポートフォリオの主旨2
「ワークスペース」

学習と振り返りの場
生涯に渡り学習成果の蓄積と
振り返りを行う

ｅポートフォリオは、教育のICT化において、今後もっとも重要なものの一つ

Student-centeredな考えで、個人を軸に学習成果を蓄積・活用する！
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学士GPによる全学ｅポートフォリオ

 履
修
履
歴

・成
績

学
習

活
動
記
録

学
習

活
動
記
録

基本：学習活動に関する情報は、LMSを中心に自動収集
学生自身による入力も当然支援

今
後
：学
内

の
電

子

デ
ー

タ
の
収

集

SOSEKI ＷｅｂＣＴ
Moodle

（計画中）
卒論・発表論文

（レポジトリー等）

ｅポートフォリオ

所属、年次、氏名、学籍番号、取得単位数、検索ボックス（教員のみ）

科目分類

科目名

認定年度

前期/後期

評語

該当年度のセルに成果物を表示

学習成果データ
の自動収集

 履修科目と学年毎
の受講状況及びそ
の成果物

７つの学習成果
と学年(前期・後
期)毎の成果物
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全学ｅポートフォリオの現状
= 研究即応用

組織体制の見直し : 学士GP→教育(TOP)会議の元にWG
 構成：大学教育機能開発総合研究センター長（主査）＋教育担当学長特別補佐

＋情報担当学長特別補佐＋ｅラーニング推進機構＋各学部から数名＋総合情報
基盤センター長

ｅポートフォリオの形態の見直し
 全学ｅポートフォリオ

 教養課程：７つの学習目標
 学部：７つの学習目標の細分類

 様々な形態での活用の模索（学科、学部、地域連携他）※ただし、重複は避ける
 ナンバリングへの対応
 TOIC-IPへの対応

開発体制の見直し
 しばらくは、（カスタマイズの自由度＞標準システム）で行き、その後標準へ
 学務情報システムとの連携だけでなく、学務情報システム自体の見直しも必要
 １つのシステムでは所詮無理 ⇒ 標準化・システム連携が鍵
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学生毎のカリキュラムマップ

教育プロ
グラム別
学習成果

必修
・
選択

GPA
GPT

取得単位数

必修

選択

必修

選択

必修

必修

選択

学習成果1

豊かな
教養

1-①
□□□

1-②
□□□

2-①
□□□

教養科目

前学期 後学期 前学期

1年生 2

選択

● 〇〇○〇概論(2) シ 秀
● 〇〇○〇II(2) シ 良
● 〇〇〇〇〇〇〇〇(2) シ
● ○○○○○○○○○○
○○○演習II(1) シ 良

3.12
/

331
/

120

● 〇〇○〇入門(2) シ 良
● 〇〇○〇(2) シ 良
● 〇〇〇〇I(2) シ 可
● ○○○○実験I(1) シ 秀

● 〇〇○〇(2) シ 良
● 〇〇○〇(2) シ
● 〇〇○〇(2) シ
● 〇〇○〇論(2) シ 秀
● 〇〇○〇I(2) シ 優
● 〇〇〇〇〇(2) シ

● 英語A(2) シ 良
● ○○(2) シ
● 〇○〇(2) シ

● 英語B(2) シ 良
● ○○○○○(2) シ
● 〇○〇(2) シ

● 課題I
● レポート1
● レポート2
● 確認テスト1
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シラバス入力機能（教養教育科目）
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登録状況モニター、集計、再利用
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シラバス入力機能（専門教育科目）
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学生リスト機能と学習成果毎のGPA等
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学生リスト機能と学習成果毎のGPA等
（国際化）
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コンテンツの永続保存形式の研究

スレッドの
時系列表示

(右の記事と連動)

投稿記事
(カーソルキーで
前後の記事へ移動)

記事の投稿者

記事のタイトル

１日あたりの投稿数
の時系列変化

投稿者毎の投稿数

共有可能 (a)

コンテンツファイル(.html)

jQuery等のJavaScriptライブラリやCSSの読み込み
<script lang="javascript" type="text/javascript" src="./jquery-1.7.min.js"></script>...

データ（JSON形式）読み込み
<script lang="javascript" type="text/javascript" src="./data.js"></script>

オフラインWebアプリ（JavaScript）読み込み
<script lang="javascript" type="text/javascript" src="./application.js"></script>

Webブラウザ上でスタンドアロン動作
グラフィックスや操作ボタン等を含む動的なHTML作成

jQuery（.js）

flot/jqplot（.js）

excanvas（.js）

その他（.js）

jqplot（.css）

その他（.css）

JSON形式データファイル（.js）

JSON形式データファイル（.js）

アプリケーション（.js）

アプリケーション（.css）

場合によって共有可能 (c)

コンテンツ依存（固有） (b)


